
工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成２９年度） 改 定 （平成３０年度） 備 考

土木工事施工管理基準

7．そ の 他

（2）情報化施工

10,000m3 以上の土工を扱う工事、１件工事における施工面積が 2.5ha 以上のほ場整備工事の

出来形管理については､「情報化施工技術の活用ガイドライン（平成 29年 3月 農林水産省農村

振興局整備部設計課）」の規定によるものとする。

出来形管理基準及び規格値 （単位㎜）

土木工事施工管理基準

7．そ の 他

（2）情報化施工

10,000m3 以上の土工を扱う工事、１件工事における施工面積が 2.5ha 以上のほ場整備工事に

おいて、情報化施工技術活用工事となった場合の出来形管理については､「情報化施工技術の活

用ガイドライン（平成 30 年 3 月 農林水産省農村振興局整備部設計課）」の規定によるものと

する。

（http://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/index.html）

出来形管理基準及び規格値 （単位㎜）

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正



工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成２９年度） 改 定 （平成３０年度） 備 考

品質管理基準及び規格値

写真管理基準（案）

2-3 情報化施工及び３次元データによる施工管理

「情報化施工技術の活用ガイドライン（平成29年3月 農林水産省農村振興局整備部設計課）｣

による出来形管理を行った場合には、出来形管理写真の撮影頻度及び撮影方法は､写真管理基

準のほか、同要領の規定による。

4.その他

(1) 代表箇所とは、当該工種の代表箇所でその仕様が確認できる箇所をいう。

(2) 適宜とは、設計図書の仕様が写真により確認できる必要最小限の箇所や枚数のことをいう。

品質管理基準及び規格値

写真管理基準（案）

2-3 情報化施工及び３次元データによる施工管理

「情報化施工技術の活用ガイドライン（平成30年3月 農林水産省農村振興局整備部設計課）｣

による出来形管理を行った場合には、出来形管理写真の撮影頻度及び撮影方法は､写真管理基

準のほか、同要領の規定による。

4.その他

(1) 代表箇所とは、当該工種の代表箇所でその仕様が確認できる箇所をいう。

(2) 適宜とは、設計図書の仕様が写真により確認できる必要最小限の箇所や枚数のことをいう。

(3) 不要とは、デジタル写真管理情報基準の写真管理項目にある「提出頻度写真」に該当しな

いことをいう。

文言の修正

諸基準の改定により修正

文言の修正



工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成２９年度） 改 定 （平成３０年度） 備 考

付 表

4．試験方法

4-2-2（締固め曲線から明確な最大乾燥密度が得られない場合）

（2）衝撃加速度試験による場合は、現場の衝撃加速度が 63G 以上となるように管理しなければな

らない。

8．建設材料の品質記録の保存要領（農業運用）

8-1 適用範囲

8-1-2 コンクリ-ト二次製品

用水路、点的な管（函）渠類（管渠呼称 1,000 ㎜×1,000 ㎜以上）、枕類、桁類（農業：小規

模農道橋を除く）等

8-2 提出資料

下記品質記録資料を工事完成までに提出するものとする。提出資料は、原本及び電子デ-タと

する。なお、資料の作成方法は別添様式による。

ただし、道路部門は別途特記仕様書によるものとする。

8-2-1 総括表（1）(2) ………A4版

8-2-2 品質記録図 ……………A3版

付 表

4．試験方法

4-2-2（締固め曲線から明確な最大乾燥密度が得られない場合）

（2）衝撃加速度試験による場合は、試験施工により目標衝撃加速度を求め、現場の衝撃加速度が

これ以上となるように管理しなければならない。

8．建設材料の品質記録の保存要領（農業運用）

8-1 適用範囲

8-1-2 コンクリ-ト二次製品

用水路、点的な管（函）渠類（管渠呼称 1,000 ㎜×1,000 ㎜以上）、枕類、桁類（農業：小規

模農道橋を除く）等

なお、JIS マーク「Ⅰ類」、「Ⅱ類」については、総括表を除き適用対象外とする。

8-2 提出資料

下記品質記録資料を工事完成までに提出するものとする。提出資料は、原本及び電子デ-タと

する。なお、資料の作成方法は別添様式による。

ただし、道路部門は別途特記仕様書によるものとする。

8-2-1 総括表（1）……………A4版（対象工事毎に受注者が作成）

8-2-2 総括表（2）……………A4版（年度毎、構造物毎に発注者が作成）

8-2-3 品質記録図 ……………A3版（原則 PDF 形式）

文言の修正



工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成２９年度） 改 定 （平成３０年度） 備 考

8-3 （追加）

8-3 保存方法

発注者は品質記録資料の原本及び電子デ-タを工事完成図書として永久保存する。ただし、更

新した場合は新規のものを永久保存し、旧のものは破棄する。また、部分更新の場合は更新部分

を追加保存する。

電子デ-タの作成は「北海道開発局における電子納品等に関する手引き」によるものとする。

8-3 記入方法

生コンクリートとコンクリート二次製品の原材料について品質特性を記録する。

なお、品質記録のため様式については、下表のとおりとし、様式の電子データについては国土

技術政策総合研究所の HPから入手する。

8-4 保存方法

発注者は品質記録資料の原本及び電子デ-タを工事完成図書として 30年保存する。ただし、更

新した場合は新規のものを永久保存し、旧のものは破棄する。また、部分更新の場合は更新部分

を追加保存する。

電子デ-タの作成は「北海道開発局における電子納品等に関する手引き」によるものとする。

No. 種 類 様 式

1 総括表(1)
様式-100 生コン用

様式-100 二次製品用

2 総括表(2) 様式-101

3 生コンクリート品質記録

(1)配合

JIS A 5308

〔レディーミクストコンクリ

ート配合計画書〕

4
コンクリート二次製品の品質記

録表

JIS A 5308

〔レディーミクストコンクリ

ート配合計画書〕

5

生コンクリート及びコンクリー

ト二次製品の品質記録表
(2)材料特性

1)セメント

JIS R 5210／JIS R 5211

〔レディーミクストコンクリ

ート配合計画書〕

6 2)骨材 様式-105

7 3)混和材料

JIS A 6204

〔コンクリート用化学混和剤

(JIS A 6204)試験結果報告書〕

8 生コンクリート品質記録表
(3) コンクリートの品質試験

結果
様式-107

9
コンクリート二次製品の品質記

録表

(3) コンクリート二次製品の

品質
様式-108

10 生コンクリート品質記録表 (4)打設関係 様式-109


